
 

 

 

 

 
 

    
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月盛
も

りだくさん～全
すべ

ての人に感謝
かんしゃ

～ 

〈立志式
りっししき

〉 

 

 

 

〈トップアスリート事
じ

業
ぎょう

〉 

 ７日、体操
たいそう

競技
きょうぎ

オリンピック選手
せんしゅ

の大島
おおしま

杏子
きょうこ

さんが来られました。 

 

 

 

 

〈硫黄島ウォークラリー〉 

  

 

 

〈授業参観・学校保健委員会〉 

 

 

 

〈読書に親しむ〉～県立図書館の先生～ 

 

 

 

〈なわとび集会〉〈高所作業車体験〉 

 

 

 

 

〈椿の実絞り体験〉 

令和６年２月号 

〈学びの変革
へんかく

〉～自律
じ り つ

した学習者
がくしゅうしゃ

の育成
いくせい

を目指
め ざ

して～ 

本校
ほんこう

では、本年度
ほんねんど

を初
しょ

年度として２年間
ねんかん

、これからの時
じ

代
だい

に求
もと

められる

「自
みずか

ら課
か

題
だい

を見
み

つけ、主体的
しゅたいてき

に課題を解決
かいけつ

する方法
ほうほう

を思
し

考
こう

し、協働的
きょうどうてき

に解

決策
さく

を見
み

いだす人材
じんざい

」（自律した学習者）を育成する授業を模索中
もさくちゅう

です。本年

度、本校職員
しょくいん

は以下
い か

のような主題
しゅだい

を決め、授業改革に挑
いど

んできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内
けんない

でもトップレベルの授業を展開
てんかい

している硫黄島学園職員の取組
とりくみ

に興味
きょうみ

をもたれた方は、いつでも授業参観
さんかん

に来ていただいて構
かま

いません。また、本

校職員の取組がどのように変革しているのか、本校職員に直接
ちょくせつ

質問
しつもん

していた

だきたいです。今
こん

後
ご

ともよろしくお願いいたします。 

 

今昔
こんじゃく

      校
こう

長
ちょう

 石岡
いしおか

秀
ひで

久
ひさ

 

現在
げんざい

放映
ほうえい

されているＴＢＳドラマで「不
ふ

適
てき

切
せつ

にもほどがある」と

いう番組
ばんぐみ

があります。タイムスリップコメディの中
なか

に人
ひと

と人をつな

げてゆくようなドラマで阿部
あ べ

サダヲさん演
えん

じる主人公
しゅじんこう

の小
お

川
がわ

市
いち

郎
ろう

は

昭
しょう

和
わ

の体
たい

育
いく

教
きょう

師
し

です。昭和と現在のギャップを随所
ずいしょ

に盛
も

り込
こ

んで

おり、その時
じ

代
だい

を見知
み し

っている者
もの

には、懐
なつ

かしさや笑
わら

い、考
かんが

えさ

せられることが多々
た た

あります。 

振
ふ

り返
かえ

ってみますと、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

が学生
がくせい

だったときは、経済
けいざい

右肩
みぎかた

上
あ

がりの社会
しゃかい

で、学校
がっこう

に関
かん

することとしては「受験
じゅけん

戦争
せんそう

」や「落
お

ちこ

ぼれ」、「荒
あ

れる学校」が社会問題
もんだい

になっていました。現在の若者
わかもの

を

「Ｚ
ぜっと

世
せ

代
だい

」と表現
ひょうげん

するなら、私
わたし

たちの世代は「バブル世代」に

当
あ

たります。年配者
ねんぱいしゃ

と若年層
じゃくねんそう

の世代ギャップを表
あらわ

す「○○世代」

ですが、突
つ

き詰
つ

めてゆくと「近頃
ちかごろ

の若
わか

いやつは・・・」ということ

になるのではないでしょうか。 

エジプトのピラミッドに「近頃の若いやつは・・・」という内容
ないよう

の落
らく

書
が

きがあったという話
はなし

を聞
き

いたことがあります。いつの時代

も年配者と若年層の世代ギャップというものが普
ふ

遍
へん

的
てき

にあるのだと

考えさせられます。年齢
ねんれい

を経
へ

るにしたがって柔軟
じゅうなん

な発想
はっそう

や思
し

考
こう

が

できなくなったと感
かん

じることがあります。時代を変
か

える、担
にな

ってい

くのは若い世代の方
かた

です。若い方から学
まな

びつつ、若さをも吸 収
きゅうしゅう

し

ていきたいと考えるこの頃
ごろ

です。 

みしまっこ

日記も

よろしく

 

 


